




研究目的 

マススクリーニングにおけるCut-off point は,見逃し(false negative)を無くし,呼出し

(false positive)を出来るだけ少なくするのが理想であるが,これらは二律背反的な関係

にある。現在のところ,cut ｰ off pointの設定法として,〔A〕絶対値法〔B〕パラメトリッ

ク法〔④〕ノンパラメトリック法が知られているが,本研究では TSH-RIA 法を用いたモデル

実験でそのいずれがすぐれているかを検討した。 


